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QAテストのアクセスログを用いた
Webシステム負荷試験生成システムの提案
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Proposal of a Load Test Generation System for Web Services
Using QA Test Access Logs

1. はじめに
Webシステムの障害は，機能的なバグによるものばかり

ではなく，負荷や性能に関連したものであることが多い．
そのため負荷がかかった状態で正常に動作することを確認
するために負荷試験が重要である．
負荷試験に用いる負荷は現実の負荷に近いものが望まし

い．そこで実際のアクセスログから負荷を抽出する研究が
行われている [1], [2], [3]．しかしこれらの研究を現場に適
用するにあたっては，(i)アクセスログはサービスを運用し
てからでなければ得られないため新しいWebシステムに
は適用できない，(ii)通常 POSTメソッドで送信されたパ
ラメータはアクセスログに記録されていないためログから
はパラメータが得られないという２つの問題がある．
本稿では品質保証の為のテスト（QAテスト）のログと

Web システムの仕様書をもとに負荷 (負荷試験のテスト
ケース)を生成するシステムを提案する．
QAテストはWebシステムのリリース前に行われるた
め運用開始前にアクセスログを取得でき，Webシステムの
仕様書からは POSTメソッドで送信したパラメータを推定
できるため，先述の 2つの問題を解決することができる．

2. 研究内容
本稿で提案するシステムの構成を図 1 に示す．提案す
るシステムはサービス開始前のWebシステムを対象とし
ており，QA環境でテスタがテストした結果発生するログ
ファイルと OpenAPI Documentと呼ばれる仕様書から負
荷を生成し，負荷試験環境のWebシステムをテストする．
QAテストのアクセスログを用いる事でWebシステム
のリリース前にアクセスログを得られるため，先述の問題
(i)に対応できる．
アクセスログから負荷試験用の負荷を生成する場合，ど
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図 1: 提案システムの構成

のような順番と間隔でリクエストが発生し，どのようなパ
ラメータがサーバに送信されたのかを知ることが課題とな
る．しかし先述の問題 (ii)のためアクセスログからは取得
できないパラメータがある．そのためアクセスログからテ
ストケースを生成する既存の研究では，POSTメソッドに
は対応しない [2]か，テスト対象システム側の設定を変更
して POSTメソッドで送信されたパラメータを記録して
いる [3]．
提案システムでは，Webシステムの仕様書から POST

メソッドで送信されたパラメータを推測することで先述の
問題 (ii)に対応する．詳細は 2.2節で述べる．

2.1 提案システム
提案システムは，次の各項で述べる 3つのコンポーネン
トで構成される．
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2.1.1 リクエストシーケンス生成コンポーネント
リクエストシーケンス生成コンポーネント (a)では，ア
クセスログからリクエストシーケンスを生成する．リクエ
ストシーケンスにはリクエストの順序に加えて前のリクエ
ストからの待機時間を付記する。
2.1.2 リクエストパラメータ生成コンポーネント
リクエストパラメータの生成コンポーネント (b)では，

OpenAPI Document と呼ばれる OpenAPI Specification

（Webシステムで使われているREST APIの仕様書を記述
するための仕様）にそって書かれた仕様書からリクエスト
パラメータを推測し，エンドポイントとメソッド，渡すべ
きパラメータのリストを生成する．
2.1.3 負荷生成コンポーネント
負荷生成コンポーネント (c) では実際にテスト対象の

Webシステムに負荷をかける．負荷はリクエストシーケン
スを順に再生する．各リクエストに必要なパラメータはパ
ラメータリストから必要な型を取得して生成する．外部か
ら上書きが指定されているパラメータは指定のデータを読
み取る．

2.2 リクエストパラメータ生成手法
本節ではOpenAPI InitiativeがGitHubで公開している

OpenAPI Document（petstore-expanded.yaml*1）を例に
パラメータ生成手法を説明する．
アクセスログはリスト 1のような形式をしている．2行
目の POSTで何らかのデータが送られてきているが，ログ
ファイルからはどのようなデータが送られているかがわか
らない．

172.17.0.1 - - [22/Sep/2020 04:28:43] "GET /v1/pets

HTTP/1.1" 200 -↪→

172.17.0.1 - - [22/Sep/2020 04:28:52] "POST /v1/pets

HTTP/1.1" 200 -↪→

172.17.0.1 - - [22/Sep/2020 04:30:14] "GET /v1/pets/1

HTTP/1.1" 200 -↪→

リスト 1: アクセスログ例

OpenAPI Documentでは/pets というパスに POSTメ
ソッドでアクセスする場合のパラメータがリスト 2とリス
ト 3のように定義されている. 以上の定義から string型の
nameと tag が送られてくるのが分かり，パラメータリスト
に/pets というパスと POSTメソッド，nameという string

型のデータ，tag という string型のデータを登録する．
このように OpenAPI Documentを参照すると，パスと

HTTPメソッド毎に入力されるであろうパラメータの名前
とデータ型が分かる．
*1 https://github.com/OAI/OpenAPI-Specification/blob/

master/examples/v3.0/petstore-expanded.yaml

post:

description: Creates a new pet in the store.

Duplicates are allowed↪→

operationId: addPet

requestBody:

description: Pet to add to the store

required: true

content:

application/json:

schema:

$ref: "#/components/schemas/NewPet"

リスト 2: /petsへの POSTアクセス時の定義

NewPet:

type: object

required:

- name

properties:

name:

type: string

tag:

type: string

リスト 3: NewPetスキーム

生成するパラメータはデータ型に合うデータをランダム
に生成する他，GETメソッドの場合はアクセスログから
queryパラメータで渡されたパラメータを取得できるため
取得したデータも利用する．また，ログインのリクエスト
のようにランダムな入力では受け入れられない特定のパラ
メータについては別に用意したデータを利用する．

3. おわりに
本稿では，Webシステムの負荷試験のテストケースを自
動生成するシステムを提案した．提案システムでは QAテ
ストのアクセスデータと，Webシステムの仕様書をもとに
負荷試験のテストケースを自動生成する．今後は本稿で提
案した内容を基に実装を進めるとともにテストケースの評
価方法について検討する．
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